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折笠編

　旧かみこあに保育園で開催された、
今年の小さな展覧会は無事に終了し
ました。今年は来年度の数えで10回
目となる記念すべき年に向けて、
着々と準備を進めています。準備の
年にも継続的な展覧会はやって欲し
いとの声を受け、やらせて頂いた今回の展覧会。今は使
用されていなかった旧園舎にふたたび息吹を与え、個性
豊かな作品が展示されました。五反沢児童館でのイベン
トも行われ、村内外問わず様々な方に来訪して頂き、作
家さんとの交流も深まりました。運営体制を整えるのも
今年の目標なので、来年度まで頑張りたいと思います。

　毎年協力隊として企画運営に携わらせて頂いている本企画
が今年も道の駅ではじまりました。今年から年2回の開催か
ら大きく1回の開催に変更し、四季を通した写真の募集を行
いました。今年も村の魅力を伝えられる綺麗な風景や、楽し
げな村に関わる方たちの表情が表現された写真が多数寄せら
れました。併せて村で採取されたキノコの写真、動物の写真、
村の魅力を伝える映像も展示されています。共催企画として、
村内をまちあるきする企画も開催。当日は多数の方に参加頂
き、車移動では味わえない魅力を感じて頂きました。

上小阿仁村写真展はじまりました！

児童館でのイベントの様子

　上小阿仁村には長く作り続けら
れ愛されている和菓子をはじめ、
ほおずきやこはぜ、えごまを使っ
たケーキやクッキー、コンフィチ
ュールなど美味しいお菓子がたく
さんあります。そのお菓子たちを
並べた「おかしマルシェ」を、産
業文化祭の会場内で開催しました。
　秋晴れのお天気にも恵まれ、ミニきりたんぽ鍋の
振舞やフリーマーケット、はしご車やパトカーの展
示や搭乗体験もあり、とても賑やかな産業文化祭で
した。おかしマルシェも大好評で、午前中に売り切
りになったお菓子もありました。地域の皆さんにも、
改めて上小阿仁のお菓子を知っていただく機会にな
ったと思います。

米粉のパンケーキサンドを作ります。
日時：11月28日（木）午前10時～午後１時　場所：コアニティー
材料費：1,000円　持ち物：エプロン、三角巾、手拭き用タオルなど
募集人数：３名　締切：11月26日（火）午後５時
申込、問い合わせ先：☎ 6 7 － 6 5 5 5 中宮（コアニティーに繋がります）

まちあるき参加者のみなさん

おかしマルシェを開催しました

地域おこし協力隊と一緒に作ろう！

かみこあにプロジェクト無事に終了しました！



　朝夜は気温が下がり暖房の助けを
借りる日が増えてきました。体調管
理にはさらに気をつけていきたいと
思います。
　９月より道の駅かみこあにの休憩
所内にWAROCK交換所を設置し
ています。協力隊を始めた当初から
活 動 の 一 つ と し て 行 っ て い た

WAROCKですが、村内外の方がWAROCKに触れる
ことのできる場所ができたのはとても嬉しく思ってい
ます。設置したばかりでまだ簡素なものではあります
が、少しずつ皆さんの興味を引くような場所にしていきたいです。WAROCKの裏には

「KAMIKOANI」と書いてあります。それが誰かの手に
よって旅に出て、いつかは秋田県を飛び出して上小阿仁村
をまだ知らない誰かのもとへ。そして上小阿仁村を知るき
っかけになれば素敵だと思っています。道の駅かみこあに
へお越しの際にはぜひ見に来てください！
　10月と言えばハロウィーン。今年は石上さんとマリオ
とルイージに扮して移動販売へ向かいました。キャラクタ
ーとして伝わらずとも、鮮やかな色の2人組はいつもより
少しだけ多くの元気を届けられたような気がしています。
移動販売車にもカボチャを飾り、それに気がついてお声を
かけて頂き嬉しかったです。

地 域 お こ し地 域 お こ し
菅沼編

スマホ・パソコン
　　　　なんでも相談会
スマホ・パソコン
　　　　なんでも相談会

さっとお茶っこ、飲まねすかさっとお茶っこ、飲まねすか

　開催集落を募集します。
お茶っこを飲みな
がら、私たち地域
おこし協力隊と交
流してくださる集
落を募集します。

■日時　集落と相談のうえ、決定します。
■申込、問合せ
　　　　☎ 6 7 － 6 5 5 5 中宮
　　　　（コアニティーに繋がります）

　次回の相談会は、カメラの使い方、ス
マホの基本操作やLINE（ライン）の学
習などを行います。スマホ契約時のID
（会員番号）とパスワードをお持ちにな
るとスムーズに講座が受けられます。講
座の最後に質問タイムも設けていますの
で、日頃の疑問をぜひ
解消していってくださ
い！

　【次回日程】
■日時　11月14日（木）
　　　　午前の部　午前10時～正午
　　　※午後の部は無くなりました。
　　　個人相談別途受け付けています！
　　　（☎ 0 9 0 ‒ 9 1 4 7 ‒ 3 7 7 7 折笠）
■場所　コアニティー２F会議室
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健
康
推
進
班
　
お
し
ら
せ

健
康
推
進
班
　
お
し
ら
せ

健
康
推
進
班
　
お
し
ら
せ

☎（
77
）３
０
０
８

こ
あ
に
電
話（
66
）３
０
０
８

（
66
）３
０
０
９

より

　
10
月
18
日
、
か
み
こ
あ
に
保
育
園
の
年

長
児
（
ゆ
り
組
さ
ん
）
４
名
と
上
小
阿
仁

村
食
生
活
改
善
推
進
員
が
、
毎
年
恒
例
の

さ
つ
ま
い
も
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
を
行
い
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
保
育
園
の
畑
で
採
れ
た
さ
つ

ま
い
も
を
使
っ
て
「
一
口
ス
イ
ー
ト
ポ
テ

ト
」
を
作
り
ま
し
た
。

　
蒸
か
し
た
さ
つ
ま
い
も
を
つ
ぶ
し
て
ビ

ス
ケ
ッ
ト
の
上
に
の
せ
て
オ
ー
ブ
ン
で
焼

く
簡
単
メ
ニ
ュ
ー
に
園
児
達
か
ら
は
「
と

て
も
美
味
し
か
っ
た
。
」
「
も
っ
と
食
べ

た
い
。
」
等
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
自
分
で
育
て
た
野
菜
を
調
理
し
、
食
べ

る
喜
び
や
楽
し
さ
を
実
感
す
る
機
会
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
ス
イ
ー

ト
ポ
テ
ト
は
、
他
の
園
児
た
ち
や
保
護
者

の
方
に
も
配
布

し
ま
し
た
。

さ
つ
ま
い
も
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
　
　
　
　
を
実
施
し
ま
し
た

　
令
和
６
年
10
月
か
ら
県
内
の
医
療
機
関

に
お
い
て
、
予
防
接
種
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
村
の
診
療
所
以
外
の
医
療
機
関
の
窓
口

で
お
支
払
い
を
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
助
成
金
交
付
申
請
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
健

康
推
進
班
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
助
成
額

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ　
全
額

・
新
型
コ
ロ
ナ　
上
限
１
万
１
８
０
０
円

■
助
成
対
象

　
上
小
阿
仁
村
に
住
所
を
有
す
る
方

■
助
成
対
象
の
接
種
日

　
10
月
１
日
〜
令
和
７
年
２
月
28
日

■
必
要
な
書
類

・
領
収
書
の
写
し

・
ハ
ン
コ

・
振
込
先
が
分
か
る
口
座
情
報

■
申
請
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

■
申
請
期
限

　
令
和
７
年
３
月
31
日

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ・

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

　
予
防
接
種
費
用
助
成
に
つ
い
て

今
回
の
テ
ー
マ
は

　
「
認
知
症
に
つ
い
て
」

　
地
域
の
皆
さ
ん
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に

安
心
し
て
立
ち
寄
る
こ
と
の
で
き
る
集
い

の
場
所
と
し
て
、
２
ヶ
月
に
１
度
こ
あ
に

カ
フ
ェ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
■
日
時　

　
11
月
12
日（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
時
間
内
の
出
入
り
は
自
由

■
会
場　

　
上
小
阿
仁
村
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容

・
「
認
知
症
に
つ
い
て

　
　
〜
自
分
・
家
族
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
っ
得
情
報
〜
」

　
講
師　
秋
田
緑
ヶ
丘
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
精
神
保
健
福
祉
士

・
個
別
相
談

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
、

　
看
護
師
も
参
加
し
ま
す
。

■
参
加
費　

　
１
０
０
円

※

送
迎
が
必
要
な
方
は
健
康
推
進
班
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
あ
に
カ
フ
ェ
の
お
知
ら
せ

　
10
月
31
日
、
80
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

を
対
象
に
、
手
作
り
お
弁
当
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
は
、
約
１
７
０
個
の
お

弁
当
を
配
達
し
ま
し
た
。

　
調
理
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員
、
男
性

の
料
理
教
室
参
加
者
の
み
な
さ
ん
、
配
達

は
、
民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
の

み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
村
産
の
野
菜
を
多
く
取
り
入
れ
、
黒
豆

ご
は
ん
、
鶏
む
ね
肉
唐
揚
げ
、
赤
魚
竜
田

揚
げ
、
小
松
菜
辛
子
酢
和
え
、
南
瓜
と
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
の
味
噌
マ
ヨ
、
煮
付
け
、
バ

バ
ロ
ア
等
、
彩
り
や
栄
養
面
に
配
慮
し
た

お
弁
当
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。　
　

　
ま
た
、
今
年
も
、
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
の

皆
さ
ん
の
絵
手
紙
を
添
え
て
お
届
け
し
ま

し
た
。

　
配
布
し
た
村
民
の
方
か
ら
は
、
お
弁
当

と
絵
手
紙
あ
り
が
と
う
等
の
お
言
葉
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。

ま
ご
こ
ろ
込
め
た

　
　
ふ
れ
あ
い
お
弁
当
を
配
達
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令
和
６
年
10
月
31
日
付
で
、
村
議
会
議

員
１
名
が
辞
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、
公
職

選
挙
法
１
１
１
条
第
１
項
第
３
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
村
議
会
事
務
局
か
ら
上
小
阿

仁
村
選
挙
管
理
委
員
会
へ
議
会
議
員
に
欠

員
１
名
が
生
じ
た
旨
の
通
知
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
公
職
選
挙
法
第
１
１
３
条
第
３
項
の
規

定
に
よ
り
、
欠
員
数
が
６
分
の
１
を
超
え

な
い
場
合
（
村
で
い
う
と
１
人
欠
員
の
場

合
）
で
も
、
同
一
の
地
方
公
共
団
体
の
他

の
選
挙
（
今
回
で
い
え
ば
村
長
選
挙
）
が

行
な
わ
れ
る
時
は
、
そ
の
選
挙
と
同
時
に

選
挙
を
行
な
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
市
町
村
の
議
会
の
議
員
の
選

挙
に
つ
い
て
は
、
当
該
市
町
村
の
他
の
選

挙
の
期
日
の
告
示
の
日
（
村
長
選
挙
の
告

示
の
日
は
11
月
５
日
）
前
10
日
以
内
に
、

欠
員
通
知
を
選
挙
管
理
委
員
会
が
受
け
た

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
た
め
、
選

挙
は
行
わ
な
い
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
上
小
阿
仁
村
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
１

上
小
阿
仁
村
議
会
議
員
の

補
欠
選
挙
を

　行
わ
な
い
こ
と
に
つ
い
て

上
小
阿
仁
村
議
会
議
員
の

補
欠
選
挙
を

　行
わ
な
い
こ
と
に
つ
い
て

小選挙区結果

立候補者得票数（届出順）
６０１票
５５７票
３２票

福原　淳嗣
緑川　貴士
山内　梅良

１，７４９人
１，２８９票
１，１９０票

９９票

当日有権者数
投票総数
有効投票数
無効投票数

最高裁判所裁判官国民審査結果
１，７４９人
１，２８４票
１，２４３票

４１票

当日有権者数
投票総数
有効投票数
無効投票数

比例代表結果

政党等得票数（届出順）
467.000票
33.000票
23.000票
73.717票
188.000票
37.000票
14.000票
259.282票
65.000票

自由民主党
日本共産党
社会民主党
国民民主党
公明党
日本維新の会
参政党
立憲民主党
れいわ新選組

１，７４９人
１，２８９票
１，１６０票
１２９票

当日有権者数
投票総数
有効投票数
無効投票数

第50回衆議院議員総選挙及び最高裁判所
裁判官国民審査の上小阿仁村開票区投票結果
　10月27日に投票が行われた衆議院議員総選挙の小選挙区の投票率は、73.70％（前回令和３
年10月は74.80％）、比例代表の投票率は、73.70％（前回令和３年10月は74.74％）となり
ました。期日前投票の投票率は45.13％（前回は42.16％）となりました。

　
婚
姻
に
伴
う
家
計
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
、
結
婚
新
生
活
を
応
援
し
ま
す
。

■
補
助
金
額　

　
60
万
円
を
上
限

※

実
際
に
負
担
さ
れ
た
金
額
を
補
助
金
と

し
て
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者　

　
令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３

月
31
日
ま
で
に
婚
姻
し
、
住
居
が
村
内
に

あ
る
世
帯
。

■
補
助
対
象

・
村
内
で
の
住
居
の
取
得
費
（
物
件
の
購

入
費
、
賃
借
物
件
の
賃
料
等
）

・
村
内
へ
の
引
越
費
用
（
引
越
業
者
又
は

運
送
業
者
へ
の
支
払
に
係
る
実
費
）

■
必
要
書
類

　
婚
姻
後
の
戸
籍
謄
本
、
夫
婦
の
住
民
票

の
写
し
、
夫
婦
の
所
得
証
明
書
等

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
企
画
班　
　
☎（
77
）２
２
２
１

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
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せ知お ら せ知お ら せ知お ら
　
村
で
は
有
機
堆
肥
の
施
用
に
必
要
な
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

・
Ｊ
Ａ
秋
田
た
か
の
す
の
組
合
員
で
、
上

小
阿
仁
村
管
内
で
農
産
物
を
栽
培
す
る

農
業
者
の
方
等
。

・
Ｊ
Ａ
秋
田
た
か
の
す
に
、
出
荷
等
し
て

い
る
農
業
者
の
方
等
。

■
対
象
費
用

　
作
物
を
栽
培
す
る
農
地
及
び
育
苗
に
有

機
堆
肥
を
施
用
す
る
た
め
の
必
要
経
費
等
。

堆
肥
代
、
運
搬
料
、
散
布
料

■
補
助
額

　
有
機
堆
肥
施
用
費
用（
税
抜
）の
２
／
３

以
内

※

補
助
金
は
Ｊ
Ａ
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

※

対
象
と
な
る
有
機
堆
肥
は
、
肥
料
取
締

法
に
基
づ
く
届
け
出
が
あ
り
、
農
協
等

の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
た
も
の
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
課　
農
務
班　
☎（
77
）２
２
２
３

　
Ｊ
Ａ
秋
田
た
か
の
す　
園
芸
畜
産
課

　
　
　
　
　
☎
０
１
８
６（
62
）０
０
２
２

地
力
増
強
土
づ
く
り

　
　
推
進
事
業
費
補
助
金

地
力
増
強
土
づ
く
り

　
　
推
進
事
業
費
補
助
金

　
雪
お
ろ
し
や
雪
か
き
の
安
全
な
作
業
や

労
力
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

事
業
に
対
し
て
、
補
助
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
建
物　

　
村
内
に
所
在
し
て
い
る
建
物
（
一
般
住

宅
、
車
庫
、
物
置
な
ど
実
際
に
使
用
し
て

い
る
建
物
）

■
対
象
者

　
村
内
に
住
所
を
有
し
、
次
に
該
当
す
る

方・
自
己
所
有
の
建
物
に
居
住
し
て
い
る
方

（
家
族
を
含
む
）

・
自
己
所
有
で
は
な
い
建
物
に
居
住
し
て

い
る
場
合
は
、
所
有
者
又
は
居
住
者

（
親
又
は
子
を
含
む
）

■
補
助
対
象

・
は
し
ご
や
安
全
帯
取
付
装
置
等
設
置

・
落
雪
防
止
の
屋
根
改
修
、
金
具
等
設
置

・
屋
根
へ
の
消
雪
、
融
雪
装
置
の
設
置

・
住
宅
敷
地
内
の
消
融
雪
装
置
等
設
置

■
条
件

・
事
業
費
５
万
円
以
上
（
消
費
税
込
み
）

・
村
内
業
者
に
発
注
す
る
こ
と

・
申
請
年
度
内
に
完
成
す
る
こ
と

■
補
助
率

　
事
業
費
の
８
割
（
上
限
40
万
円
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課　
建
設
班　
☎（
77
）２
２
２
４

雪
お
ろ
し
等
の
安
全・負
担

軽
減
対
策
に
対
す
る
補
助
金

雪
お
ろ
し
等
の
安
全・負
担

軽
減
対
策
に
対
す
る
補
助
金

　
村
で
は
園
芸
資
材
の
購
入
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
次
の
農
作
物
を
出
荷
・
販
売
す
る
こ
と

を
目
的
に
栽
培
す
る
農
業
者
の
方
等

・
地
域
重
点
作
物

　
ベ
イ
ナ
ス
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
食
用
ほ
お

ず
き

・
重
点
作
物

　
え
だ
ま
め
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

・
振
興
作
物

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
キ

ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
カ
ボ
チ
ャ

・
花
卉
類

・
そ
の
他
野
菜
（
た
だ
し
、
村
内
で
栽
培

さ
れ
、
Ｊ
Ａ
を
と
お
し
て
市
場
出
荷
す

る
場
合
に
限
り
ま
す
。
）

■
対
象
費
用

　
園
芸
資
材
（
栽
培
に
必
要
な
資
材
）
、

種
苗
費
、
出
荷
に
必
要
な
資
材
（
段
ボ
ー

ル
等
）

■
補
助
額

　
資
材
等
購
入
費
用
（
税
抜
）
の
１
／
３

以
内

※

補
助
金
は
Ｊ
Ａ
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
課　
農
務
班　
☎（
77
）２
２
２
３

　
Ｊ
Ａ
秋
田
た
か
の
す　
園
芸
畜
産
課

　
　
　
　
　
☎
０
１
８
６（
62
）０
０
２
２

園
芸
資
材
購
入
補
助
事
業
　

園
芸
資
材
購
入
補
助
事
業
　

■
補
助
対
象
者

　
村
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
、
若
し
く

は
農
家
組
織
、
集
落
会
で
村
税
等
を
滞
納

し
て
い
な
い
方

■
補
助
対
象
事
業

　
補
助
対
象
者
が
村
内
で
鳥
獣
の
出
没
を

防
止
す
る
た
め
に
行
う
果
樹
等
を
伐
採
す

る
事
業
で
次
に
該
当
す
る
も
の
。

・
鳥
獣
を
直
接
誘
引
す
る
果
樹
等
で
根
元

か
ら
伐
採
す
る
も
の

・
伐
採
に
つ
い
て
所
有
者
の
同
意
が
あ
る

も
の

・
そ
の
他
伐
採
を
必
要
と
認
め
る
樹
木

■
補
助
金
額

　
自
己
伐
採
し
た
場
合
は
次
の
と
お
り

・
幹
周
り
30
㎝
以
上
か
ら
60
㎝
未
満
ま
で

〜
１
本
あ
た
り
３
１
０
０
円

・
幹
周
り
60
㎝
以
上
か
ら
90
㎝
未
満
ま
で

〜
１
本
あ
た
り
７
８
０
０
円

・
幹
周
り
90
㎝
以
上
〜
１
本
あ
た
り
１
４

７
０
０
円

　
業
者
伐
採
の
場
合

・
対
象
経
費
の
１
／
２
で
、
伐
採
し
た
樹

木
１
本
に
つ
き
上
限
５
万
円
（
千
円
未

満
切
り
捨
て
）

※
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
伐
採
前

に
事
前
に
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
上
小
阿
仁
村
産
業
課　
林
務
商
工
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
３

鳥
獣
を
誘
引
す
る
果
樹
等
の

伐
採
に
補
助
し
ま
す

鳥
獣
を
誘
引
す
る
果
樹
等
の

伐
採
に
補
助
し
ま
す
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■
被
保
険
者
証
の
発
行
は
令
和
６
年
12
月

１
日
ま
で
で
す

　
現
行
の
紙
の
被
保
険
者
証
は
、
今
年
12

月
２
日
以
降
廃
止
さ
れ
、
新
規
発
行
さ
れ

な
く
な
り
ま
す
。
お
手
元
に
有
効
期
限
内

の
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
場
合
、
令
和

７
年
９
月
30
日
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
保
険
証
と
し
て
利
用
登
録
し
て

い
な
い
方
へ

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
っ
て
い
な

い
方
や
、
作
っ
て
い
て
も
マ
イ
ナ
保
険
証

と
し
て
利
用
登
録
し
て
い
な
い
方
に
は
、

現
行
の
被
保
険
者
証
と
同
じ
よ
う
に
利
用

で
き
る
「
資
格
確
認
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

12
月
２
日
以
降
に
被
保
険
者
証
を
紛
失
し

た
場
合
な
ど
は
「
資
格
確
認
書
」
を
発
行

し
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
マ
イ
ナ
保
険

証
と
し
て
利
用
す
る
に
は

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
マ
イ
ナ
保
険

証
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
は
、
利
用
登

録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
登
録
す
る
に
は

次
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
国
が
運
営
し

て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
）
か
ら
申
請

②
セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
申
請

③
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
で
き
る
医
療
機

関
な
ど
で
申
請

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
は

こ
ち
ら

■
役
場
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

　
住
民
福
祉
課
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
取
得
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行
、

又
は
公
金
受
取
口
座
登
録
な
ど
各
種
手
続

き
に
関
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

手
続
き
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課　
税
務
保
険
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
２

国
民
健
康
保
険
の

　
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の

　
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」、

11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）は「
年
金

の
日
」で
す
！

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
「
国
民
お
一
人

お
一
人
、
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等
を

活
用
し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計

に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
」
と

し
て
、
11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
を

「
年
金
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
ご

自
身
の
年
金
記
録
や
年
金
見
込
額
を
確

認
し
、
将
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
か
ら
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記

録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
ご
自
身
の
年

金
記
録
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
設
定

し
た
上
で
、
年
金
見
込
額
の
試
算
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
鷹
巣
年
金
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
）

https://w
w
w
.nen

kin.go.jp/n_net/ 　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
鷹
巣
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
62
）１
４
９
０

年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

■
会
社
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
国
民
年
金

の
届
出
が
必
要
で
す
！

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年

金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
会
社
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
、
第
２
号

被
保
険
者
（
厚
生
年
金
）
か
ら
第
１
号
被

保
険
者
（
国
民
年
金
）
へ
の
変
更
の
届
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※

第
３
号
被
保
険
者
（
第
２
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
で
あ
っ

た
方
に
つ
い
て
も
、
第
３
号
被
保
険
者

か
ら
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
変
更
の
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
手
続
き
に
つ
い
て

　
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号
を
確
認
で

き
る
書
類
）

・
離
職
票
等
（
離
職
日
を
確
認
で
き
る
書

類
）

■
保
険
料
額

　
国
民
年
金
保
険
料
（
定
額
）
は
、
月
額

１
万
６
９
８
０
円
（
令
和
６
年
度
）
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
鷹
巣
年
金
事
務
所　
☎（
62
）１
４
９
０

　
住
民
福
祉
課 

税
務
保
険
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
２
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せ知お ら せ知お ら せ知お ら
　
水
抜
き
栓(
氷
止
め)

の
操
作
不
良
に
よ

る
漏
水
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
水
抜
き
栓
は
「
あ
け
る
・
し
め
る
」
で

操
作
し
ま
す
。

　
蛇
口
が
閉
ま
っ
て
い
る
状
態
で
も
、
水

抜
き
栓
を
最
後
ま
で
回
し
切
ら
ず
に
中
途

半
端
な
状
態
で
半
開
き
に
し
て
い
る
と
、

地
中
に
水
が
流
れ
続
け
、
水
道
料
金
が
高

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
水
抜
き
栓
は
、

「
あ
け
る
」
か
「
し
め
る
」
か
ど
ち
ら
か

確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
時

は
、
漏
水
等
の
事
故
防
止
の
た
め
、
冬
季

間
に
限
ら
ず
水
抜
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
水
抜
き
の
方
法

①
蛇
口
を
開
け
て
水
を
出
す

②
水
抜
き
栓
を
最
後
ま
で
し
っ
か
り
閉
め

る
③
水
が
止
ま
っ
た
ら
蛇
口
を
閉
め
る

※

水
抜
き
栓
の
交
換
・
修
理
は
給
水
装
置

工
事
指
定
店
へ
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課　
建
設
班　
☎（
77
）２
２
２
４

水
道
の
漏
水
に

　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

水
道
の
漏
水
に

　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
大
館
税
務
署
で
は
、
給
与
支
払
者
向
け

の
「
定
額
減
税
（
年
末
調
整
時
）
に
関
す

る
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　
11
月
22
日（
金
）

　
大
館
市
立
中
央
公
民
館

　
（
視
聴
覚
ホ
ー
ル
）

　
①
午
前
10
時
〜　
②
午
後
２
時
〜

■
定
員　

　
各
１
０
０
名

■
申
込
期
限　

　
11
月
18
日（
月
）

※

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
駐
車
台
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
来
場
の
際

は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
大
館
税
務
署
法
人
課
税
部
門

　
　
☎
０
１
８
６（
42
）０
６
７
１（
代
表
）

　
自
動
音
声
に
よ
り
ご
案
内
し
て
お
り
ま

す
。 定

額
減
税（
年
末
調
整
時
）に

　
　
　
　

関
す
る
説
明
会

定
額
減
税（
年
末
調
整
時
）に

　
　
　
　

関
す
る
説
明
会

　
忘
れ
ず
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
等
で
期

限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座
振
替
を
し

て
い
る
方
は
、
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
納
付
書
は
11
月
１
日（
金
）に
発
送
し
て

い
ま
す
。

　
個
人
事
業
税
の
納
税
も
口
座
振
替
で
公

共
料
金
の
支
払
い
と
同
じ
よ
う
に
、
個
人

事
業
税
も
口
座
振
替
に
し
ま
せ
ん
か
。
金

融
機
関
へ
お
出
か
け
に
な
る
手
間
が
省
け

て
、
安
全
、
確
実
で
す
。

　
県
内
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
労
働
金
庫
、

信
用
組
合
、
農
協
な
ど
に
預
金
口
座
が
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す（
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）。

　
秋
田
銀
行
、
北
都
銀
行
及
び
み
ず
ほ
銀

行
は
、
県
外
の
支
店
で
も
可
能
で
す
。

　
令
和
７
年
６
月
末
日
ま
で
に
お
申
し
込

み
さ
れ
ま
す
と
、
令
和
７
年
度
１
期
分
か

ら
個
人
事
業
税
の
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
県
総
合
県
税
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
課
税
部
課
税
第
一
課

　
　
　
　
☎
０
１
８（
８
６
０
）３
３
３
８

　
秋
田
県
総
合
県
税
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
納
税
部
収
納
管
理
課

　
　
　
　
☎
０
１
８（
８
６
０
）３
３
３
１

県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

個
人
事
業
税（
２
期
）の

納
期
限
は
12
月
２
日（
月
）で
す

県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

個
人
事
業
税（
２
期
）の

納
期
限
は
12
月
２
日（
月
）で
す

　
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も
ク
マ

に
遭
遇
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
人
身

被
害
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

　
■
集
落
で
の
事
故
対
策

・
生
ご
み
や
廃
棄
作
物
、
米
ぬ
か
、
家
畜

飼
料
な
ど
、
ク
マ
が
食
べ
る
も
の
を
屋

外
に
放
置
し
な
い

・
ク
マ
が
食
べ
る
も
の
を
作
付
け
し
て
い

る
農
地
は
電
気
柵
で
囲
い
、
ク
マ
に
食

べ
さ
せ
な
い
・
集
落
に
通
わ
せ
な
い

・
見
通
し
の
悪
い
場
所
で
の
農
作
業
や
散

歩
を
す
る
際
は
、
音
を
立
て
て
ク
マ
と

の
鉢
合
わ
せ
を
避
け
る

・
農
地
や
家
の
周
囲
の
や
ぶ
は
刈
払
い
、

見
通
し
を
よ
く
す
る

・
集
落
周
辺
で
ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合
は
、

地
域
で
情
報
共
有
す
る

■
山
で
の
事
故
対
策

・
入
山
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
地
域
に
は
入

ら
な
い

・
単
独
行
動
を
避
け
、
複
数
で
行
動
す
る

・
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
る

●
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
課　
林
務
商
工
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
３

ク
マ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

ク
マ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
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せ知お ら せ知お ら せ知お ら
　
令
和
６
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
に

当
た
り
、
大
館
税
務
署
で
は
農
業
所
得
の

あ
る
白
色
申
告
者
を
対
象
に
、
次
の
と
お

り
、
農
業
所
得
収
支
計
算
の
説
明
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
出
席
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

■
開
催
日
時

　
12
月
11
日（
水
）

　
午
後
１
時
〜
３
時
（
２
時
間
）

　
　
　

■
開
催
場
所　

　
大
館
市
立
中
央
公
民
館

　
（
視
聴
覚
ホ
ー
ル
）

■
対
象
市
町
村　

　
大
館
市
、
鹿
角
市
、
北
秋
田
市
、
小
坂

町
、
上
小
阿
仁
村

●
問
い
合
わ
せ
先

　
大
館
政
務
所　
個
人
課
税
部
門

　
　
　
　
　
☎
０
１
８
６（
42
）０
６
７
１

　
　
　
　
　
　
内
線
43

※

音
声
案
内
で
２
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。

農
業
所
得
収
支
計
算

　
　
　

説
明
会
の
ご
案
内

農
業
所
得
収
支
計
算

　
　
　

説
明
会
の
ご
案
内

　
放
送
大
学
は
２
０
２
５
年
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
８
万

５
千
人
以
上
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　
授
業
に
は
３
つ
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
、

Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴
す

る
、
ま
た
講
師
か
ら
直
接
受
け
る
授
業
が

あ
り
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
３
０
０
以

上
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
１
単
位
の
授
業
料
は
６
千
円
（
入
学
金

は
別
）
で
す
。
半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
分

だ
け
の
授
業
料
を
支
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
出
願
期
間
は
第
１
回
が
２
０
２
５
年
２

月
28
日
ま
で
、
第
２
回
が
３
月
11
日
ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大

学
秋
田
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　
放
送
大
学
秋
田
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
０
１
８（
８
３
１
）１
９
９
７

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
６
人
の
裁
判
員
が
刑
事
裁
判
に
参
加

し
、
３
人
の
裁
判
官
と
と
も
に
、
被
告
人

が
有
罪
か
ど
う
か
、
有
罪
の
場
合
、
ど
の

よ
う
な
刑
に
す
る
の
か
を
決
め
る
制
度
で

す
。
　
令
和
７
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登

録
さ
れ
た
方
に
は
、
今
年
11
月
中
旬
頃
通

知
と
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
こ
の
通
知
は
、
来
年
２
月
頃
か
ら
の
約

１
年
間
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
事
前
に
お
伝
え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ

も
り
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
裁
判
員

に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

す
ぐ
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
実
際
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

た
場
合
に
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
地
方
裁
判
所　
事
務
局
総
務
課

　
　
　
　
☎
０
１
８（
８
０
３
）０
１
８
１

裁
判
員
候
補
者
名
簿

　
　

記
載
通
知
に
つ
い
て

裁
判
員
候
補
者
名
簿

　
　

記
載
通
知
に
つ
い
て

■
訓
練
期
間

　
令
和
７
年
１
月
７
日（
火
）

　
　
　
　
〜
６
月
30
日（
月
）（
６
か
月
）

■
訓
練
科
（
定
員
）

　
電
気
設
備
技
術
科
（
13
名
）

　
ビ
ル
管
理
技
術
科
（
15
名
）

■
訓
練
時
間

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
40
分

■
会
場

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
（
潟
上
市
）

■
募
集
期
間

　
10
月
25
日（
金
）〜
11
月
25
日（
月
）

■
受
講
料　

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）

■
応
募
資
格

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
を
さ
れ
た

方
で
、
新
た
な
技
術
・
技
能
を
身
に
つ
け

て
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方

※

毎
週
木
曜
日
に
施
設
見
学
会
を
行
っ
て

い
ま
す
（
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
求

職
活
動
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
）
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

　
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
）

　
訓
練
課　
受
講
生
支
援
室

　
　
　
　
☎
０
１
８（
８
７
３
）３
１
７
８

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ


